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【議題 6】2018 年 8 月セミナーの企画について 

セミナーの基本構成 

ラウンドテーブルディスカッション（3 テーマ）＋特別講演＋会長講演 

 

ラウンドテーブルディスカッション（RTD）のテーマ案 

① ヒト初回投与量の設定 

 提案理由：安全性評価研究会とのコラボの一環。 

 組織委員（案）：桒原先生、安全性評価研究会から 1名 

 講演者候補：北里大 熊谷雄治先生、など 

 

② DDI ガイダンス 

 提案理由：現在改訂案についてパブリックコメント募集中。製薬研究者の関心高い。 

 組織委員（案）：前田和哉先生、岩坪隆史先生 

 講演者候補：未定 

 

③ 非経口投与剤（経皮、経鼻、点眼など）のDDS技術と薬物動態評価 

 提案理由：経口開発できない場合のルートには全身薬メーカーも興味あり。製剤研究 

        者の参加も期待。 

 組織委員（案）：森脇常任幹事、下記講演者候補から 1名 

 講演者候補：静岡県立大 尾上誠良先生、九州大 後藤雅弘先生、 

         城西大 杉林堅次先生、神戸学院大 武田先生、 

         久光製薬 肥後成人先生、名城大 岡本浩一先生、参天など 

 

（バックアップテーマ）Non-CYP 代謝 

 

 

RTD については、本幹事会でテーマを承認いただければ、各テーマについて組織委員会を設置して、

内容および講演者についての検討を開始する（次回 1月幹事会で、プログラム案を提案予定）。 

 

 

 



特別講演の演者（案） 

 国立がんセンター中央病院 藤原康弘先生 「新規抗がん剤の臨床開発について （仮）」 

 ナノ医療イノベーションセンター 片岡一則先生 「DDS関連（仮）」 

 

（バックアップ候補）名古屋大 横井毅先生 「安全性と薬物動態研究のコラボレーション（仮）」 

 

会長講演 

 DDI 関連で講演いただく予定。 

 

 

 

[参考] 過去 5年の RTD テーマおよび組織委員 

 セッション 1 セッション 2 セッション 3 

2013年 実例から学ぶ医薬品開発へ

貢献する薬物動態学 

 

吉川剛兆先生 

 

非臨床薬物動態試験の取り

組み方（内容はDDI） 

 

樋坂章博先生 

内藤真策先生 

高分子医薬品における動態

研究者の関わり 

 

布施英一先生 

久米俊行先生 

2014年 新薬開発に関わる non-CYP

薬物代謝酵素とその評価法 

 

吉成浩一先生 

久米俊行先生 

製薬企業におけるヒト薬物動

態予測研究 

 

田端健司先生 

前田和哉先生 

代謝物の安全性評価に向け

た薬物動態研究の取り組み 

 

倉橋良一先生 

内藤真策先生 

2015年 イメージング技術を駆使した

創薬動態研究の実践 

 

平林英樹先生 

内藤真策先生 

M&S は創薬のブースターにな

るか？ 

 

前田和哉先生 

倉橋良一先生 

薬剤性肝障害を回避するた

めに企業研究者ができること 

 

神野敬將先生 

久米俊行先生 

2016年 創薬における薬物相互作用

との上手な付き合い方 

 

前田和哉先生 

内藤真策先生 

バイオマーカー研究の実際と

測定法バリデーション 

 

香取典子先生 

桒原隆先生 

新規医薬品の初期製剤開

発とその評価 

 

山下伸二先生 

久米俊行先生 

2017年 PK/PD-QSP モデルを活用し

た医薬品の探索・開発の考え

方 

樋坂章博先生 

奥平典子先生 

個別化医療における薬物動

態研究の役割 

 

楠原洋之先生 

内藤真策先生 

抗体医薬品開発における薬

物動態研究の貢献 

 

寺尾公男先生 

桒原隆先生 

 

以上 


